～～第７５６７回～～

平日登山　貫ヶ岳　

～Ｈ２６．１２．１７～
参加者7名、安倍川駅前を7:00出発。但沼から板井沢を経て二股の道を右にとり、樽川に沿った緩やかな登り坂の舗装道路を行くと林道終点に着く。林道脇の駐車場に車を停め、樽峠の標識に従い左に下り茶畑を過ぎると沢沿いに歩く。緩やかな登り道がしばらく続く。スギ林の中、沢音を聞きながら歩くこと30分ほどでヒュッテ樽のポール表示にであう9:15。小屋から少し進むと小さな沢にでた。ここが最後の水場となる。ヒュッテ樽から25分で樽峠に到着。峠には地蔵が祀られている祠がある。峠から左に行けば高ドッキョーから徳間峠へ続いている。平治の段へは右に曲がり稜線の広く刈り払われた草地の静岡県と山梨県の県境道を歩く。10分程行くと急な木製の階段となる。振り返れば高ドッキョー方面が見える。10:40貫ヶ岳登山入口の標識を登る。11:40分岐有り平治ノ段の方向へ進むと、5センチくらいの綺麗な霜柱に出会う。11:30平治の段への急な階段をひたすら登り続ける。日陰では積雪が残り、アップダウンの山道を慎重に登って行くと十国展望台に着く。正面に富士山、右に愛鷹山、左に篠井山が見え、眼下には駿河湾が真っ青にカーブを描いてとてもきれいだ。11:45晴海展望台着。ここからの眺めも素晴らしい。展望台から30分で12:15「貫ヶ岳山頂」3等三角点(897．3m)。明るく開けたところに「山梨100名山」の標識。陽だまりの中、ここで昼食にする。12:45下山開始、往路を下り途中「平治の段」(937m)は見晴らしはきかないが、ここから左に山梨県側に少し行くと見晴らしの良い広場に出る。そこにステンレス製の「平治の段・眺望図」が設置されていた。その後木製階段を下り樽峠14:35、樽峠入口に15:25無事到着する。前日の予定が天候不順（強風注意予報）で今日に変更して好天気に恵まれ、風もなく陽が当たる所では汗ばむほどでした。
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